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１．委員の指摘及び提言概要 

基礎データは蓄積されている。概ね順調に進んでいると判断。ラボスケールでの目標達成は可能だ

が、実用化規模での実証スケールを明示してほしい。従来のバイオガス燃焼発電にSOFCを追加する

ことで、発電効率を大きく引き上げる試みが実用化していくことを期待している。一方で、実バイ

オガスを用いると不純物量の変化などが大きく影響する可能性がある。長期運転を想定した時に機

器・配管等の腐食が予想される。カーボンが蓄積した電極の取扱はどう考えればよいのか。新規カ

ソード材料の探索はもっと体系的にやれないか。実装に向けて、適用する規模についても考える必

要があるのではないか。計画の進捗状況については、目標達成状況説明（自己評価を含め）をしてほ

しかった。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 


